
これまでの週間地震活動概況との変更点

主な地震に番号を付けて、
リスト表示しました

新たに時空間分布図を追加しました
これにより地震活動の推移が見やすく
なりました

地震のシンボルを
深さにより３種類
に色分けしました

（注）実際はM3.5以上の地震（最大５地震）が表示されます



新たに深部低周波地震（微動）の
活動状況を追加しました

過去の活動と比較することで、
同様の場所で繰り返し発生し
ているか否か等の活動状況が
見やすくなりました

深部低周波地震（微動）活動が見られる時は、その活動場所とほぼ同じ場所で、フィリピン海プレートと陸のプレートの境界が
ゆっくりすべっている（短期的ゆっくりすべり）と推定されるため、深部低周波地震（微動）活動はプレート境界の状態変化の
監視にとって、重要なデータの1つである。同じ場所での深部低周波地震（微動）活動は、数日～１週間程度継続することがあり、
数ヶ月から１年程度の間隔で繰り返し発生している。「短期的ゆっくりすべり」「深部低周波地震（微動）」についての詳しい
解説は、気象庁ホームページ（https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/nteq/nteqword.html）をご覧ください。


